
「高天神城の戦いと徳川家康」講演会&ミニシンポジウム  

                         時： 2023 年 7 月 1 日（土） 13:30 

                         所：掛川市生涯学習センター  ホール  

 

 

 

 

静岡大学名誉教授・文学博士  

小和田  哲男  

 

はじめに  

 

１．高天神城の歴代城主を追う  

通説による歴代城主  

出典  

『高天神城戦史』  

『高天神の跡を尋ねて』 

 

確実なのは福島氏からか  

今川氏親の側室  

「福島安房守女」  

「福島左衛門女」  

 

福島左衛門尉助春  

 

２．小笠原与八郎長忠をめぐって  

名乗りの長忠は各種軍記物から   正しくは氏助  

 

信濃の小笠原氏と遠江の小笠原氏の関係とは  

馬伏塚城主  小笠原氏  

 

春茂（春儀・春義）のとき高天神城主となる？  

 

 

 

遠江における高天神城 
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小笠原氏の系譜  

 

 

小笠原氏助が高天神城主となったのはいつか  

氏興の死による家督交代か  生前の家督交代か  

前田利久作製「小笠原氏系図」  

（小和田哲男編『今川義元のすべて』）  
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３．徳川家康に降る小笠原氏助  

「遠州忩劇」と遠江の旧今川義元家臣の動向  

 

永禄 8 年（1565）説  

 

永禄 11 年（1568）説  

 
「田原近郷聞書」  

（『豊橋市史』第 5 巻）  

「浜松御在城記」  

（『浜松市史』史料編一）  
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姉川の戦いでの小笠原氏助の活躍  

 

 

 

おわりに  

『四戦紀聞』の「江州姉川戦記」 『甲陽軍鑑』品第三十七  
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